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日本光学会では、今年も学術講演会「Optics & Photonics Japan 」を開催いたします。本講演会は光学

および光技術に関する研究発表の場であると同時に、わが国の光学分野における新たな情報発信の場として

広く認識されております。今年の Optics & Photonics Japan 2011 は 

「再生への道 － 光技術者が今できること－」 をテーマに開催いたします。 

 東日本大震災という未曽有の災害により、我が国は大変厳しい状況に直面しています。生産拠点は大きな打

撃を受け、エネルギーの確保と効率的な利用が重要な課題となっています。国際競争力の低下は避けられず、

産業構造の変革を余儀なくされています。このような状況において、復興の掛け声とともに、我が国の再生に

向けた動きが始まっています。震災前への回帰ではなく、新産業・新技術へのシフトが求められ、これまで以上

に科学技術の重要性が高まっています。この再生の過程において、光科学・光技術は重要な役割を担うものと

期待されます。光学機器、光通信、光記録、光情報技術などの光技術は、我が国が世界をリードしています。

量子光学、プラズモニクス、バイオフォトニクスなどの光科学は新産業・新技術を支える新たな基盤となります。

まさに光は復興の力となり、シンボルとなります。 

 この大きな目標に向けて、問題を提起し、情報を共有し、方向性を探っていく場として、今年、第 20 回を迎え

る日本光学会学術講演会を位置づけています。光学に携わる専門家が一堂に会し、我が国の再生に向けて

できることを共に考えてまいります。今回はフォトニクス先端融合研究センター、光科学センターとも共催し、より

活発な講演会になることを目指しています。 

 そんな中、今年も付設の展示会を企画いたしました。毎年この展示会は、各企業から講演会参加者への「最

新機器と技術の情報交換の場」として、技術者、研究者からも、とても期待されております。会場は、ポスターセ

ッションと同じ場所で行ないます。つきましては、下記要領で出展企業を募集することになりましたので、多数

お申し込みくださいますようお誘い申し上げます。なお出展企業の特典として、講演会プログラムに企業広告

をモノクロ 1ページ、無料にて掲載いたします。 

 

1. 基調講演 
 中沢正隆 （東北大学電気通信研究所 所長） 

 桑野幸徳 （太陽光発電技術研究組合 理事長） 

2. EOS , OSA , SPIE 会長特別講演 

     Dr. Hervé Lefèvre, (IXBLUE, France), President of EOS 

     Prof. Chris Dainty (National University of Ireland, Ireland), President of OSA 

     Dr. Katarina Svanberg, (Lund Univ Hospital, Sweden), President of SPIE 

3. 国際シンポジウム 

「アジアにおける光学」（仮題） 

4. 講演分野   

●光物理 （フォトニック結晶、メタマテリアル、錯乱光学、物理光学、光科学など）  ●結像素子、光学器械 （光学

設計・評価、材料・加工など） ●X 線結像光学 （EUV 光源、X 線光学、素子など） ●分光 （ポンプープローブ法、

非線形分光、顕微分光、素子、装置など）  ●レーザー （レーザー装置、レーザー材料、レーザープロセッシング

など）  ●近接場光学   ●量子光学、非線形光学 （量子通信、量子干渉、波長変換、位相共役、非線形光学

材料、テラヘルツ光源など）  ●光応用計測 （幾何光学応用、物理光学応用、光ファイバー応用、環境計測など） 



●干渉計測 （干渉光計測、縞解析など） ●光情報処理 （画像形成、光演算、光接続、産業応用など） ●画像

処理 （デジタル画像処理、画像回復、画像解析、画像デバイス応用など）  ●フォトニクス材料・デバイス （発光・

受光、変調素子、光導波路、画像表示素子など）  ●視覚光学 （生理光学、心理物理、色覚など） ●光通信 

（光通信デバイス、信号処理、システムなど） ●光記録（光メモリー、感光材料、有機フォトニクス材料など）●光源、

測光、照明（レーザー以外の光源、測光など） ●医学・生物応用光学（OCT、分子イメージング、信号処理、システ

ム、レーザー医療、応用など） 

                                                                            

 

【付設展示会出展要領 】 

 
  ①会   期  2011 年 11 月 28 日(月)  11 時～16 時 30 分（予定） 

   2011 年 11 月 29 日(火)   9 時～16 時 40 分（予定） 

   2011 年 11 月 30 日(水)   9 時～14 時 10 分（予定）  

           ※搬入 11 月 27 日(日) 、 搬出 11月 30 日(水)  

   （時間帯は後日、確定後お知らせいたします。） 

  ②会   場    大阪大学吹田キャンパス 体育館（大阪府吹田市山田 1-1） 

  ③小間寸法    1800(W)×900(D)×2100(H)mm (予定）（テーブルの高さは約 700mmです。） 

  ④出展料金    1 小間 157,500 円   書籍は 1小間 52,500 円（共に税込） 

           ※特典：講演会プログラムにモノクロ 1頁広告を掲載いたします。 

  ⑤展示方法    テーブルトップディスプレイ (テーブルの上に製品を並べる方式) 

※ 展示台 1800(W)×900(D)×700(H)mm  

バックパネル、テーブルクロス、社名板は無料で共通のものを用意します。 

             展示台が不要の場合は出品申込書にご明記ください。 

   ⑥電力供給      AC100V を準備します。（60Hz） 

   ⑦電気料金      展示会終了後、配線代、コンセント代、電力料などを別途ご請求申し上げます。 

      （必要な電気容量を出品申込書にご記入ください。） 

  ⑦申込締切    2011 年 9月 30 日(金) 

  ⑧申込方法    添付の出品申込書に必要事項をご記入の上、FAX またはご郵送ください。 

  ⑨銀行振込先   お申し込みをいただいた時点で請求書をお送りいたしますので 

           出品料を 9月 30日(金)までに下記銀行にお振り込みください。 

  三菱東京UFJ銀行  大久保支店  当座 №65102 

  りそな銀行   新都心営業部 当座 №108873 

            みずほ銀行   新宿西口支店 普通 №1428568 

            三井住友銀行  新宿通支店  普通 №7504618 

            三菱東京UFJ銀行   大久保支店   普通 №5194626 

           ●口座名義   アドコム・メディア株式会社 

  ⑩広告原稿    完全版下データ（A4サイズ ： 版面は 260ｍｍ×180ｍｍ） 

※ 原稿締切は 9月 30日(金) 必着でお願いします。 

※ 版下の制作は、別途実費を申し受けます。 

  ⑪問合せ先    アドコム・メディア株式会社   〒169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27 

           TEL 03-3367-0571  FAX 03-3368-1519  Email  sales@adcom-media.co.jp 

    

  （注）：申込者の都合により出展を取りやめた場合、出展料の返却はいたしません。 展示会の 60日 

      前までの取り消しは、キャンセル料として参加料の 1/2、それ以降は出展料の全額を申し受けます。 
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